
 

                                                       中０１ 練馬区立旭丘中学校 

令和６年度  年間指導計画（評価計画） 社会３年 

１ 評価の観点及びその趣旨 

観  点 
趣   旨 

地理的分野 歴史的分野 公民的分野 

① 知識・技能 

我が国の国土及び世界の諸地域に
関して、地域の諸事象や地域的特
色を理解するとともに、調査や諸資

料から地理に関する様々な情報を
効果的に調べまとめている。 

歴史を学ぶ楽しさを実感しながら、
人権尊重の意義や、個人と社会と
の関わり、持続可能な社会のあり方

などについて、確かな理解とそれを
活用する力が身に付いている。 

現代社会についての見方や考え方の基
礎・現代の社会生活及び政治や経済の
基本的な考え方、社会的事象の意義や

役割、相互の関連などを理解し、その知
識を身に付けている。 
統計や新聞、映像など現代の社会的事

象に関する様々な資料を収集し、有用な
情報を適切に選択して、読み取ったり図
表にまとめたりしている。 

② 
思考・判断・

表現 

地理に関する事象の意味や意義、特色や
相互の関連を、位置や分析、場所、人間と
自然環境との相互依存関係、空間的相互

依存作用、地域などに着目して、多面的・
多角的に考察したり、地理的な課題の解
決に向けて公正に選択・判断したりする

力、思考・判断したことを説明したり、それ
らを基に議論したりしている。 

歴史的事象を多面的にとらえる中で、多
様な見方・考え方を深めるとともに、各時
代の特色や時代の転換、現代との関わり

について考察し、自分の言葉で表現して
いる。 

現代の社会的事象から課題を見いだ
し、社会的事象の意義や役割、相互の
関連などを多面的・多角的に考察し、
様々な考え方を踏まえ公正に判断し
て、その過程や結果を適切に表現して
いる。 

③ 

主体的に 

学習に 

取り組む態度 

日本や世界の地域に関わる諸事象につい

て、国家及び社会の担い手としてよりよい
社会の実現を視野にそこで見られる課題
を主体的に追求、解決しようとしている。 

自らが生活する地域や受け継がれてきた

伝統や文化への関心をもって、身近な地
域の歴史について、よりよい社会の実現
を視野に、そこで見られる課題を主体的

に追究しようとしている。 

現代の社会的事象に対する関心を高
め、それを意欲的に追究し、広い視野
に立ってよりよい社会を考え公民として
の自覚をもって責任を果たそうとする。 

 

２ 年間指導計画 

月 分野 単元 学習事項（指導内容） 時数 観点 評価規準 評価方法 
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地

理

的

分

野 

東
北
地
方 

・東北地方の自然環境 

・伝統行事と生活・文化の変 化 

・稲作と畑作に対する人々の工

夫や努力 

・果樹栽培と水産業における人

々の工夫や努力 

・工業の発展と人々の生活の変

化 

５ ① 

 

② 

 

③ 

 

 

 

・東北地方の伝統的な生活・文化に関心をもち、意欲的に

地域的特色を追究しようとしている。 

・東北地方の伝統的な生活・文化を中核とした考察をもと

に地域的特色を多面的・多角的に考察している。 

・東北地方の伝統的な生活・文化を表わす資料から、地域

的特色を示す有用な情報を読み取り、活用している。 

・東北地方の伝統的な生活・文化を中核とした考察をもと

に地域的特色を理解し、その知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

北
海
道
地
方 

・北海道地方の自然環境 

・雪と共にある北海道の人々の

生活 

・厳しい自然環境を克服してき

た稲作 

・自然の恵みを生かす畑作や酪

農、漁業 

・北国の自然を生かした観光業

  

５ 

 

 

 

 

① 

 

② 

 

③ 

 

 

 

・北海道の自然環境、歴史、生活・文化、産業、結び付き

などの特色を意欲的に追究しようとしている。 

・寒冷な自然環境を中核として、そこに生きる人々の様子

を多面的・多角的に考察し、わかりやすく説明できる。 

・主題図、雨温図、統計資料、景観写真などから、地域の

特色を適切に読み取っている。 

・北海道の特色を自然環境、歴史、生活・文化、産業、結

び付きなどの事象から関連付けて理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

歴

史

的

分

野 

近
代
世
界
の
確
立
と
ア
ジ
ア 

・王は君臨すれども統治せず 
・代表なくして課税なし 
・「世界の工場」の光とかげ 
・強大な国家を目ざして 
・国をゆるがす綿とアヘン 

５ ① 

 

② 

 

③ 

 

 

 

 

・市民革命や産業革命を経た欧米諸国のアジアへの進出

について関心を高め意欲的に追究しようとしている。 

・市民革命が起こった背景や産業革命がもたらした影響

について多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適

切に表現している 

・議会政治の始まりや産業革命によって資本主義社会が

成立したこと、それに伴うアジアへの影響について、様

々な資料を活用し図表にまとめたりしている。 

・欧米諸国が、市民革命や産業革命により近代社会を成立

させ、新たな市場や原料の供給地を求めてアジアに進出

したことを理解している。 

授業の様子

（観察） 
振り返りシ
ート 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴

史

的

分

野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開
国
と
幕
府
政
治
の
終
わ
り 

・たった四はいで夜も眠れず 

・新たな政権を目ざして 

・御政道売り切れ申し候 

３ ① 

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

 

・幕府が対外政策を転換して開国したことに対する関心を高め、

その政治的及び社会的な影響について意欲的に追究しようとして

いる。 

・欧米諸国のアジアへの進出や開国が、幕府や社会に与えた影響

について多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現

している。 

・開国するまでの経緯や、開国後に攘夷運動が高まり江戸幕府が

滅亡に至るまでの過程について、様々 な資料を活用し、読み取っ

たり図表にまとめたりしている。 

・欧米諸国のアジア進出を背景に、幕府が対外政策を転換し開国

したことで、幕府への批判が高まり江戸幕府が滅亡したことを理

解し、その知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

近
代
の
産
業
と
文
化
の
発
展 

・近代産業を支えた糸と鉄 
・工業化のかげで 
・西洋文化と伝統文化 

3 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 

・近代産業の発展による国民生活の変化や近代文化に対する関心

を高め、意欲的に追究しようとしている。 

・産業革命が国民生活に与えた影響について、経済の変化と人々

の生活の変化とのかかわりから多面的・多角的に考察し、その過

程や結果を適切に表現している。 

・グラフや地図から産業の発展を読み取ったり、近代文化の特色

を様々 な資料を活用し、図表にまとめたりしている。 

・殖産興業政策の下で進展した我が国の近代産業が、産業革命を

経て発展したことや、それにともなう国民生活の変化について理

解している。また、西洋文化の影響を受けた新しい近代文化が形

成されことを理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 
ワークシー
ト 

第
一
次
世
界
大
戦
と
民
族
独
立
の
動
き 

・クリスマスまでには帰れるさ 
・成金の出現 
・パンと平和、民主主義を求め
て 

・不戦の誓い 
・わきあがる独立の声 

５ 

 

 

 

 
① 
 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・第一次世界大戦と大戦後の世界や日本の動きに対する関心を高

め、大戦を引き起こした要因や、大戦後に世界平和実現のために

世界や日本が取り組んだ努力について意欲的に追究しようとして

いる。 

・欧米列強や日本が推し進めてきた政策や、民族対立、大戦の状

況、大戦後の世界や日本の動きなど多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現している。 

・第一次世界大戦と大戦後の世界に関する様々 な資料を活用し、

読み取ったり図表にまとめたりしている。 

・第一次世界大戦の背景や戦いの様子、大戦後の世界の動きにつ

いて関連付けながら理解し、その知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー
ト 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー 

・憲政の本義を説いて 
・デモクラシーのうねり 
・モボ・モガの登場 
 

３ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・第一次世界大戦後の日本の動きに対する関心を高め，政治面・

社会面・文化面から意欲的に追究しようとしている。 

・第一次世界大戦後の日本の動きを。政治・社会・文化を関連付

けながら多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現

している。 

・大正時代の政治・社会・文化に関する様々 な資料を活用し、読

み取ったり図表にまとめたりしている。 

・大正時代の特色について、政治・社会・文化を関連付けながら

理解しその知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 
ワークシー
ト 

恐
慌
か
ら
戦
争
へ 

・独裁者の出現 
・日本を襲う不景気 
・満州は日本の生命線 
・軍部の台頭 
・ぜいたくは敵だ 

５ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 

・第二次世界大戦前の世界と日本の動きに対する関心を高め、世

界平和の実現を目ざした国際社会の挫折や、戦争に向かっていく

世界と日本の情勢について意欲的に追究しようとしている。 

・第二次世界大戦前の複雑な国際情勢について、経済と政治の動

きを結び付けて多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切

に表現している。 

・第二次世界大戦前の世界と日本に関する様々 な資料を活用し、

読み取ったり図表にまとめたりしている。 

・第二次大戦を引き起こした要因、世界恐慌による世界経済の悪

化と各国の社会の混乱、それに伴う政治体制の変化を関連付けな

がら理解しその知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 
ワークシー
ト 
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歴

史

的

分

野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明
治
維
新
と
立
憲
国
家
へ
の
歩
み 

・万機公論に決すべし 

・学問は身を立てるの財本 

・ザン切り頭をたたいてみれ 

ば 

・智識を世界に求めて 

・形づくられる日本 

・民撰議院を開設せよ 

・憲法の条規により之を行う 

8 ① 

 

② 

 

③ 

 

 

・明治維新の経緯や、文明開化による人々 の生活の大きな変化を

、意欲的に追究しようとする。 

・新政府の諸改革や文明開化を通して、明治維新の特色や人々 の

生活の大きな変化を多面的に考察できる。 

・明治維新の経緯や文明開化に関する様々 な資料を活用し、追究

した過程や結果をまとめることができる。 

・明治維新の経緯を、世界の動きを背景に理解するとともに近代

国家の基礎が整えられたことがわかる。 

 

 

 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

激
動
す
る
東
ア
ジ
ア
と
日
清
日
露
戦
争 

・対等な条約を求めて 

・朝鮮をめぐる戦い 

・「眠れる獅子」に迫る列強 

・列強との戦い 

・変わりゆく東アジア 

５ ① 

 

② 

 

 

③ 

 

 

・日本の国際的地位の向上や大陸との関係、近代産業の発展、文

化の大衆化について関心をもち、意欲的に追究しようとする。 

・自由民権運動と大日本帝国憲法の制定、日清・日露戦争、条約

改正を通して、政治や外交の流れとその特色を多面的・多角的に

考察できる。 

・近代産業の発展と国民生活の変化，文化に関する様々 な資料を

活用し，考察した過程や結果をまとめることができる。 

・日本の国際的地位の向上や大陸との関係、近代産業の発展を、

当時の国際情勢を背景に理解できる。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
敗
戦 

・枢軸国と連合国の戦い 
・米・英への宣戦布告 
・欲しがりません勝つまでは 
・軍国主義の敗北 
 

4 

 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・第二次世界大戦の開戦から終結までの世界と日本の動きに対す

る関心を高め，戦争の悲惨さを学ぶなかで、平和の大切さや世界

平和を実現するために必要な努力について考えようとしている。 

・二次大戦での各国の動き、欧州戦線・日中戦争・太平洋戦争を

関連付けながら多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切

に表現している。また，大戦の考察を通し、平和の大切さや世界

平和を実現するために必要な努力について思いを深めている。  

・第二次世界大戦の戦況や被害、戦時下の生活に関する様々 な資

料を活用し、読み取ったり図表にまとめたりしている。 

・第二次世界大戦のあらましについて、日本と世界の動きを関連

付けながら理解し、その知識を身に付けている。また、第二次世

界大戦がかつてない大きな被害と犠牲をもたらした戦争であった

ことを理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

日
本
の
民
主
化
と
冷
戦 

・敗戦からの再出発 
・平和国家を目ざして 
・冷たい戦争の始まり 
・独立の回復 
 

4 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 

・第二次世界大戦後の日本の変化に対する関心を高め、新しい日

本の建設がどのように進められたのか意欲的に追究しようとして

いる。 

・冷戦、日本の民主化と再建の過程、国際社会への復帰や第二次

世界大戦後の諸改革の特色について多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現している。 

・冷戦、日本の民主化と再建の過程、国際社会への復帰などに関

する様々 な資料を活用し、読み取ったり図表にまとめたりしてい

る。 

・ 世界の動きのなかで新しい日本の建設が進められたことを理解

し、その知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

世
界
の
多
極
化
と
日
本 

・自主・独立・平和を求めて 
・国際関係の変化 
・高度経済成長の光とかげ 
・わが家にテレビがやってきた 
 

４ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・1960年代以降の世界と日本の動きに対する関心を高め，国民の

生活がどのように向上していったのか意欲的に追究しようとして

いる。 

・国際社会のなかで日本が果たす役割等を多面的・多角的に考察

し，これからどのように社会とかかわればよいのか自分なりに表

現している。 

・高度経済成長や石油危機，国際社会や国民生活とのかかわりな

どに関する様々 な資料を活用し，読み取ったり図表にまとめたり

している。 

・1960～70年代の世界と日本の動きをとらえ、我が国の経済や科

学技術が急速に発展し国民生活が向上したことを理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 
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11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴

史

的

分

野 

 

 

冷
戦
の
終
結
と
こ
れ
か
ら
の
日
本 

・民主化のうねりと国際社会の
変化 

・泡のようにふくらむ経済 
・私たちの生きる時代へ 
・未来をひらくために 
 

4 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・冷戦終結後の世界と日本の動きに対する関心を高め、未来に向

けて社会に残されている様々 な課題と、自分とのかかわりについ

て意欲的に追究しようとしている。 

・国際社会のなかで日本が果たす役割等を多面的・多角的に考察

し、これからどのように社会とかかわればよいのか自分なりに表

現している。 

・冷戦終結後の世界と日本の動きや、社会に残されている環境・

人権・平和などの課題に関する情報を活用し、読み取ったり図表

にまとめたりしている。 

・冷戦終結後の世界や日本の動きと関連付けながら、国際社会に

おいて日本の役割や環境、人権、平和などをめぐる様々 な課題を

理解し、その知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 
ワークシー
ト 

公

民

的

分

野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現
代
社
会
の
特
色
と
私
た
ち 

・持続可能な社会に向けて 
・グローバル化 
・少子高齢化 
・情報化 
 

４ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・グローバル化、情報化、少子高齢化などの現代日本の特色に関

心をもちその影響や関連性を追究する。 

・グローバル化、情報化、少子高齢化などが政治、経済、国際関係

に影響を考察し、適切に表現する。 

・写真や図版、統計資料から現代日本の特色や社会の変容などを

適切に読み取ることができる。 

・現代日本の特色としてグローバル化、情報化、少子高齢化など

があることを理解する。 

授業の様子

（観察） 
振り返りシ
ート 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

私
た
ち
の
生
活
と
文
化 

・私たちの生活と文化の役割 
・伝統文化と新たな文化の創造 
・多文化共生を目ざして 

３ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・日常生活に見られる文化に興味・関心を高め、その多様性に気

付き、伝統文化の継承や文化創造に参加しようとしている。 

・日本の伝統と文化について、身近な生活や地理的分野や歴史的

分野の学習内容などをもとに多面的・多角的に考察している。 

・写真や図版、統計資料から日本の伝統と文化の特色を示す資料

を収集し、選択している。 

・日本の伝統と文化の特色について、その歴史的背景や地域的多

様性も含めて理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

現
代
社
会
の
見
方
や
考
え
方 

・社会集団の中で生きるわたし
たち 
・きまりをつくる目的と方法 
・効率と公正 
・決まりの評価と見直し 
 

４ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・身近な社会集団を通じて、社会生活における物事の決定の仕方

、きまりの意義に対する関心を高め、その意義を追究する。 

・物事の決定の仕方やきまりの意義について対立と合意、効率と

公正などの側面から多面的・多角的に考察する。 

・現代社会をとらえる見方や考え方を理解するために役立つ情報

を適切に選択して、読み取ることができる。 

・社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義と必要性、

現代社会をとらえる見方や考え方のもと礎を理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

人
権
と
日
本
国
憲
法 

   ・人権の歴史と憲法 
・日本国憲法とは 
・国民主権と私たちの責任 
・平和主義の意義と日本の役割 
・基本的人権と個人の尊重 
 

５ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・基本的人権に関する問題を憲法や法とのかかわりの中で調べよ

うとしている。 

・日本国憲法のもと本原理かかわる諸課題について、その問題点

や解決への方向性を考察し、結果や過程を表現することができる 

・人権や憲法をはじめとする法に関する資料を様々 な手段で収集

し、活用することができる。 

・日本国憲法のもと本原理と現代社会における意義、天皇の地位

などについて理解し、その知識を身に付けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー
ト 

人
権
と
共
存
社
会 

・平等権①共生社会を目指して 
・平等権②共生社会を目指して 
・自由権 自由に生きる権利 
・社会権 豊かに生きる権利 
・人権を確実に保障するための
権利 
・「公共の福祉」と国民の義務 
 

６ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・日本国憲法の定めるもと本的人権と社会生活とのつながりに関

心をもち、具体的な事例をしらべる。 

・身近な生活や資料から差別の問題や解消の取り組みについて調

べ、差別を無くす方策を考え、わかりやすく表現できる。 

・新聞記事や統計資料などから、もと本的人権に関する課題につ

いて読み取り、それをまとめたり、発表したりしている。 

・憲法に定められたもと本的人権について具体的生活とのかかわ

りから理解し、広い視野から正しく認識し、その知識を身に付け

ている。 

授業の様子
（観察） 

振り返りシ
ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 



 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公

民

的

分

野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
れ
か
ら
の
人
権
保
障 

・新しい人権①産業や科学技術
の発展と人権 

・新しい人権②情報化の進展と
人権 

・グローバル社会と人権 

３ 

 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・人権をめぐる動向や現代社会における人権上の課題に関心をも

ち、人権を守ろうとする態度や意欲がある。 

・社会の変化から生じる人権上の課題について、日本国憲法をも

とに多角的・多面的に考え、意見を交換したり、まとめたりする。 

・社会の変化から生じる課題をコラムや統計資料から読み取るこ

とができる。論題に関連する必要な情報を選択して、まとめるこ

とができる。 

・人権の考え方の変化に気付き、環境権やプライバシーの権利な

どの新しい人権課題や取り組みを理解し知識を身に付ける 。 

授業の様子

（観察） 
振り返りシ
ート 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

現
代
の
民
主
政
治 

・政治と民主主義 
・選挙の意義と仕組み 
・政党の役割 
・マスメディアと世論 
・選挙の課題と私たちの政治参
加 

５ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 

・政治に関心をもち、身近な事象から現代日本の政治的課題につ

いて意欲的に追究する。 

・議会制民主主義や多数決の原理について考察する。 

・望ましい政治参加のあり方について多面的・多角的に考察し、

わかりやすく表現する。 

・選挙や各政党の政権公約などの資料を収集しまとめることがで

きる。 

・メディアリテラシーの重要性を理解し資料を批判的に読み取っ

ている。 

・政治や議会制民主主義の意義やもと本的な考え方を理解してい

る。 

・現代日本の政治のしくみを理解し、知識を身に付けている。 

授業の様子

（観察） 
振り返りシ
ート 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

国
の
政
治
の
仕
組
み 

・国会の地位と仕組み 
・法律や予算ができるまで 
・行政を監視する国会 
・行政の仕組みと内閣 
・行政の役割と行政改革 
・裁判所の仕組みと働き 
・裁判の種類と人権 
・裁判員制度と司法制度改革 
・三権の抑制と均衡 

１０ 

 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 

・国の政治に関心をもち、見学や調査を含めた多様な学習活動に

積極的に取り組んでいる。 

・議会制民主主義の意義について考えるとともに、国の政治にか

かわる課題を見いだし多面的・多角的に考察している。 

・国・会や内閣の仕事について様々 な資料を収集できる。 

・裁判や人権の課題を法令や判例から読み取っている。 

・国会・内閣・裁判所の仕事について理解しその知識を身に付け

る。 

・三権分立のしくみとその意義について理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

地
方
自
治
と
私
た
ち 

・私たちの生活と地方自治 
・地方自治の仕組み 
・地方公共団体の課題 
・住民参加の拡大とわたしたち 

４ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 

・地域の政治に関心をもち、自分たちにできることを提案したり

、政治参加の方法について考えたりしている。 

・住民自治や地方分権の考え方について既習事項を踏まえて考察

し、適切に表現している。 

・地域の課題や地方財政の変化について適切な資料を収集・選択

し複数の資料を比較して読み取ることができる。 

・地方自治の政治のしくみについて理解し、地方財政のしくみや

課題についての知識を身に付ける。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

消
費
生
活
と
市
場
経
済 

・私たちの消費生活 
・契約と消費生活 
・消費者の権利を守るために 
・消費生活を支える流通 

４ 
 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・シミュレーション活動などに取り組み、経済に対する関心をも

っている。 

・経済活動における選択や、消費者の権利と自立、流通の役割に

ついて考え、その過程や結果を表現できる。 

・消費生活に関する課題や消費者問題について、事例や統計資料

を収集することができる。 

・その資料を読み取るとともに、消費生活に関する課題や消費者

問題の解決策についての自分の考えをまとめている。 

・自分たちの生活と経済とのかかわり、消費者の権利と契約、消

費者問題、流通の役割について理解できる。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

生
産
と
労
働 

・生産活動と企業 
・企業の種類 
・株式会社の仕組み 
・労働の意義と労働者の権利 
・労働環境の変化と課題 
 

５ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・企業の生産活動や労働問題について関心をもつことができる。 

・企業の経済活動について、消費者、株主、労働者の立場から多

面的・多角的に考えることができる。 

・企業や雇用に関する課題について、新聞やインターネットなど

から情報を収集・選択することができる。 

・企業の働きや仕組み、現代企業の特色と課題について知識を身

に付けている 

・労働の意義や労働者の雇用の課題を理解し、その知識を身に付

けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 



 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

公

民

的

分

野 

 

 

 

 

市
場
経
済
の
仕
組
み
と
金
融 

・市場経済と価格の決まり方 
・価格の働き 
・貨幣の役割と金融 
・私たちの生活と金融機関 
・景気と金融政策 
・グローバル経済と金融 
 

６ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・商品の価格やその役割について、関心をもつことができる。 

・銀行などの金融機関の働きに関心をもつことができる。 

・需要と供給と価格の関係について、説明することができる。 

・需要と供給と価格の関係、価格変動の違いなどについて、統計

資料を読み取ることができる。銀行の役割について、資料を収集

・選択することができる。 

・価格の働きや市場経済の仕組みについて理解できる。社会生活

における金融と金融機関の役割、預金通貨の働きについて理解で

きる。 

 

授業の様子

（観察） 
振り返りシ
ート 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

財
政
と
国
民
の
福
祉 

・私たちの生活と財政 
・財政の役割と課題 
・社会保障の仕組み 
・少子高齢化と財政 
 

４ 

 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
 
 

・国や地方公共団体の経済活動、社会保障や公害の防止や環境保

全について、関心をもつことができる。 

・国や地方公共団体が果たしている経済的役割について考えるこ

とができ、少子高齢化による財政上の課題について考えることが

できる。 

・財政に関する統計資料や、環境保全の取り組みに関する資料な

どを、様々 な情報手段を用いて収集・選択し、読み取ることがで

きる。 

・国民生活と福祉のために国や地方公共団体が果たしている役割

と日本経済の抱える課題について理解できる。 

授業の様子

（観察） 
振り返りシ
ート 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

国
際
社
会
の
仕
組
み 

・国際社会における国家 
・領土をめぐる問題の現状 
・国際連合の仕組みと役割 
・地域主義の動き 
・新興国の台頭と経済格差 
 

５ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 

・国際連合や軍縮の動きについて関心をもつことができる。 

・国際問題や地域紛争、民族問題の原因に関連する主題図や写真

、資料を比較し、考えることができる。 

・世界平和のために日本のとるべき立場について考えることがで

きる。 

・国際社会と平和に関する様々 な情報を活用し、収集することが

できる。 

・国際社会の成り立ちや国際連合をはじめとする国際機構が果た

している役割を理解している。 

・核兵器廃絶が重要な課題であることを理解している。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
問
題 

・地球環境問題 
・資源・エネルギー問題 
・貧困問題 
・新しい戦争 
・難民問題 
 

５ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 

・国際社会の抱える諸問題について、関心をもつことができる。 

・地球環境の保全と資源・エネルギーの開発・利用の進め方など

について考えることができ、また問題解決の手段を発表すること

ができる。 

・国際社会の抱える諸問題についての資料を収集することができ

る。 

・国際社会の抱える諸課題とその取り組み、解決するために日本

が果たすべき役割について理解できる。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

こ
れ
か
ら
の
地
球
社
会
と
日
本 

・公害の防止と環境の保全 
・経済の持続可能性と真の豊か
さ 
・世界と協力する日本 
・より良い地球社会を目指して 
 

４ 

 

 

 
① 
 
② 
 
③ 
 
④ 

・持続可能な社会を形成するために解決すべき課題に関心をもち

、よりよい社会を築くために、自分のとるべき態度を考えること

ができる。 

・持続可能な社会を形成するために解決すべき課題について考え

ることができる。 

・持続可能な社会を形成するために解決すべき課題について様々

な資料を集め、選択することができる。 

・持続可能な社会の形成に向け、テーマに関連した知識を身に付

けている。 

授業の様子
（観察） 
振り返りシ

ート 
定期考査 

小テスト 

ワークシー
ト 

 

 


